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体でのオートクライン・パラクライ
ン機序を介して，生殖内分泌制御に
重要な役割を果たすことが解ってき
ました．この BMP 分子が卵巣ステ
ロイドの産生・分泌を調節している
という発見に端を発し，他の内分泌
臓器，副腎・下垂体・甲状腺などで
も同様の機能性 BMP システムが存
在しており，ホルモン分泌調節に深
く関わっていることが少しずつ明ら
かになってきました．私は内分泌学
における臨床と研究に従事しており
ますが，この領域は研究と臨床とが
密に関連しているという実感があり
ます．実際の症例に学ぶ内分泌疾患
の臨床から得た知識・アイデアをも
とに，いかにしてその疑問点に迫れ
るか，実験結果をどのように臨床に
フィードバックできるかという点を
考えながら研究を進めております．
内分泌で取り扱ういわゆるホルモン
は，小さい分子量でありながら強い
生理活性をもつ分子ですが，内分泌
因子が古典的ホルモンから様々な組
織・細胞で分泌される成長因子・サ
イトカインにおよぶオートクライ
ン・パラクライン分子として認識さ
れるようになった昨今，BMP もひ
とつの内分泌因子として重要な生命
現象に関与していると考えられ，そ
の基礎研究に邁進しております．
　今回の学術奨励賞論文は，内分泌
内科のみならず，内分泌外科・病理
部との共同作業による研究成果であ
り，共著の皆様に，この場をお借り
して謝辞を申しあげます．
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